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ヒューマンエラーの
理論と対策

運転、製造、設計、品質、医療、建設の現場で起こるヒューマンエラーと対策を専門家が詳しく解説!

産業事故、労働災害を引き起こすヒューマンエラーはなぜ起こるのか?
ヒューマンエラーに対する過失責任は問えるのか? 疲労、加齢、組織、集団の影響は?



ヒューマンエラーの理論と対策
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